
天
台
智
顎
以
前
に
お
け
る
佛
性
の
研
究
解
明
は
主
と
し
て
、
北

涼
玄
始
十
年
に
曇
無
識
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
四
十
巻
北
本
浬
梁

経
、
あ
る
い
は
羅
什
門
下
の
慧
厳
・
慧
観
お
よ
び
居
士
謝
霊
運
ら

に
よ
っ
て
、
四
十
巻
浬
梁
経
と
法
顕
訳
の
六
巻
泥
疸
経
と
を
対
照

修
治
し
、
宋
元
嘉
十
三
年
に
完
治
し
た
三
十
六
巻
南
本
浬
薬
経
を

所
依
と
す
る
浬
梁
宗
、
あ
る
い
は
他
の
三
諭
宗
・
成
実
宗
な
ど
の

諸
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
江
北
に
お
け
る
浬

藥
宗
は
、
梁
・
陳
代
に
興
っ
た
地
諭
宗
。
摂
諭
宗
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
そ
の
命
脈
を
保
ち
つ
つ
、
や
が
て
唐
の
貞
観
十
九
年
に

帰
朝
し
た
玄
英
の
新
宗
鼓
揚
に
伴
っ
た
論
難
を
被
り
、
そ
の
後
は

衰
運
の
一
途
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
南
の
建

康
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
浬
桑
宗
は
、
陳
・
晴
代
に
吉
蔵
・
智
顎

ら
か
ら
盛
ん
に
批
判
を
加
え
ら
れ
て
、
次
第
に
智
瓠
と
そ
の
継
承

者
達
の
学
系
の
中
に
融
没
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

智
顎
の
佛
性
思
想い

ま
、
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
佛
性
思
想
は
、
大
般
浬
藥
経
に
、

「
真
実
の
法
は
即
ち
是
れ
如
来
・
虚
空
・
佛
性
な
り
。
。
…
：
真
実

と
い
う
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
如
来
と
は
即
ち
是
れ
真
実
、
真

実
と
は
即
ち
是
れ
虚
空
、
虚
空
と
は
即
ち
是
れ
真
実
、
真
実
と
は

即
ち
是
れ
佛
性
、
佛
性
と
は
即
ち
是
れ
真
実
な
り
。
」
と
あ
る
如

く
、
佛
法
が
因
か
ら
果
に
通
じ
て
開
顕
さ
れ
て
い
く
主
体
者
に
関

わ
る
佛
教
真
実
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
り
、
求
道
者
己
心
の
内
省

的
自
覚
に
寄
与
し
て
、
絶
対
的
な
自
己
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
慈
悲
行
を
顕
著
な
特
色
と
す
る
大
乗
菩
薩
行
の
不
断
の

迩
進
の
た
め
の
裏
付
け
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
乗
佛
教
思

想
が
発
達
深
化
さ
れ
て
い
く
た
め
の
重
要
な
契
機
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
考
察
せ
ん
と
す
る
天
台
智
頴
の
佛

性
思
想
は
、
法
華
の
一
乗
開
会
の
精
神
に
基
づ
い
て
当
時
と
し
て

は
比
類
の
な
い
優
れ
た
立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
中
国

大

野

栄
人
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の
佛
性
思
想
史
上
に
お
い
て
も
、
ま
た
日
本
の
佛
教
思
想
に
及
ぼ

し
た
影
響
に
お
い
て
も
重
大
な
一
転
機
を
画
し
た
も
の
と
い
え
る

の
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
小
論
は
、
天
台
智
甑
の
華
頂
峰
上
の
開
悟

以
後
、
即
ち
後
期
時
代
に
属
す
る
佛
性
思
想
を
究
明
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

智
顎
は
す
で
に
前
期
時
代
の
著
述
で
あ
る
覚
意
三
昧
に
お
い
て
、

佛
性
に
正
因
と
了
因
を
立
て
、

妄
惑
之
本
、
是
即
意
之
実
際
。
至
道
出
要
、
所
謂
反
照
心
源
。

識
之
実
際
、
即
是
服
囚
佛
性
。
反
照
心
源
、
即
了
因
也
。
而
此

（
１
）

二
因
、
摂
一
切
法
轄
無
不
尽
。

と
述
、
へ
る
如
く
、
現
実
の
衆
生
が
生
き
て
い
る
妄
惑
の
根
源
を

「
意
之
実
際
」
「
識
之
実
際
」
と
し
、
現
実
の
妄
動
す
る
意
識
の

根
本
が
「
正
困
佛
性
」
で
あ
り
、
こ
の
妄
惑
の
根
本
た
る
心
を
反

観
す
る
も
の
を
「
了
因
佛
性
」
と
な
し
、
｝
」
の
二
因
に
よ
っ
て
一

切
法
を
尽
く
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
禅
定
を
宗
と
す
る
背

景
の
下
に
般
若
を
研
磨
し
て
い
く
実
践
道
に
重
点
が
お
か
れ
た
た

め
に
、
意
之
実
際
と
し
て
の
正
因
佛
性
は
、

反
観
心
性
空
、
則
一
切
世
間
諸
法
、
及
一
切
出
世
間
法
朗
然
円

顕
。
以
是
義
故
、
説
智
慧
照
於
心
性
。
：
…
・
若
能
尋
空
日
十
職

（
ｚ
）

達
諸
法
相
、
因
此
入
覚
意
海
。

と
い
う
如
く
、
心
性
の
空
に
還
源
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

国
情
百
録
所
収
の
方
等
餓
法
で
は
、

順
観
十
二
覚
三
佛
性
、
逆
観
十
二
覚
三
佛
性
。
所
謂
無
明
・
愛
．

取
是
了
因
佛
性
。
行
・
有
是
縁
因
佛
性
。
識
・
名
色
等
是
正
因

（
３
）

佛
性
。

と
述
琴
へ
る
如
く
、
正
凶
・
了
因
に
縁
因
が
加
え
ら
れ
て
三
因
佛
性

と
し
て
の
体
裁
が
整
い
、
し
た
が
っ
て
思
想
的
に
も
後
期
時
代
に

繋
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
僅
か
な
説
述
で

あ
る
た
め
確
定
的
に
是
非
の
い
い
難
い
点
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
大
部
な
ど
に
み
ら
れ
る
佛
性
思
想
は
、
殆

ど
三
因
佛
性
と
い
う
形
で
も
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
点
で
は
覚
意
三
昧
・
方
等
戯
法
を
経
て
初
め
て
円
教
と

し
て
の
独
自
の
三
因
佛
性
が
組
織
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
南
岳
慧
思
に
お
い
て
は
思
想
的
に
は
と
も
か
く
と

し
て
、
三
因
佛
性
に
つ
い
て
の
説
述
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
智
顎
は

こ
の
点
に
関
し
て
直
接
的
に
は
浬
藥
経
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
浬
藥

宗
の
人
師
達
の
影
響
を
被
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
浬
樂
経
に
は
正
因
と
縁
因
、
生
因
と
了
因
、
正
因
と
了
因
、

（
４
）

縁
因
と
了
因
な
ど
の
相
関
に
つ
い
て
述
尋
へ
、
ま
た
大
般
浬
藥
経
集

解
や
大
乗
義
章
な
ど
に
み
ら
れ
る
諸
師
の
解
釈
も
浬
樂
経
の
所
説
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ま
ず
、
法
華
文
句
巻
第
四
下
に
は
三
因
佛
性
に
つ
い
て
、

知
法
常
無
性
者
、
実
相
常
住
無
自
性
、
乃
至
無
無
因
性
、
無
性

亦
無
性
、
是
名
無
性
。
佛
種
従
縁
起
者
、
中
道
無
性
即
是
佛
種
。

…
．
：
又
無
性
者
即
了
因
佛
性
也
。
佛
種
従
縁
起
者
、
即
是
縁
了
、

以
縁
資
了
正
種
得
起
。
…
…
如
此
三
性
名
為
一
乗
也
。
…
…
常

住
者
即
正
因
也
。
・
・
：
：
正
因
常
故
縁
了
亦
常
、
故
言
世
間
相
常

（
６
）

住
也
。

と
論
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
華
経
方
便
品
の
「
知
法
常
無
性

（
７
）
（
８
）

佛
種
従
縁
起
是
故
説
一
乗
」
を
、
人
一
・
教
一
・
行
一
・
理
一

に
よ
っ
て
一
乗
思
想
を
説
く
一
段
に
出
る
も
の
で
、
中
道
無
性
を

佛
種
・
正
因
佛
性
と
し
、
佛
種
従
縁
起
す
な
わ
ち
縁
を
も
っ
て
縁

因
お
よ
び
了
因
と
し
、
縁
因
と
了
因
に
よ
っ
て
正
因
が
起
こ
る
と

す
る
。
さ
ら
に
縁
因
と
了
因
に
つ
い
て
は
、
縁
因
は
了
因
を
資
助

す
る
も
の
と
さ
れ
、
中
道
無
性
の
正
因
佛
性
が
常
住
で
あ
る
の
で
、

縁
因
佛
性
お
よ
び
了
因
佛
性
も
ま
た
常
住
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で

（
５
）

に
従
い
な
が
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
三
因
佛
性
と
し
て

整
備
組
織
し
た
の
は
、
智
顎
独
自
の
構
成
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
後
期
時
代
の
佛
性
思
想
を
究
明
す
る
に
は

当
然
、
三
因
佛
性
の
問
題
が
中
心
主
眼
と
な
る
の
で
あ
る
。

二

あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
職

浄
名
以
煩
悩
為
如
来
種
、
此
取
境
界
性
也
。
大
品
以
一
切
種
智

学
般
若
、
此
取
了
因
性
為
佛
種
。
狸
梁
川
心
性
理
不
断
＄
此
取

正
因
性
為
佛
種
。
今
経
明
小
善
成
佛
、
此
取
縁
因
為
佛
種
。
若

（
９
）

不
信
小
善
成
佛
、
即
断
世
間
佛
種
也
。

と
述
守
へ
ら
れ
、
｜
」
の
文
は
法
華
経
譽
噛
品
の
「
断
一
切
世
間
佛

（
旧
）
種
」
を
解
釈
す
る
に
つ
い
て
～
維
摩
経
・
般
若
経
。
浬
桑
経
お
よ

び
法
華
経
の
思
想
を
三
因
佛
性
に
当
て
嵌
め
て
、
維
摩
経
の
煩
悩

を
境
界
佛
性
、
般
若
経
の
学
般
若
を
了
因
佛
性
、
浬
梁
経
の
心
性

理
不
断
を
正
因
佛
性
、
法
華
経
の
小
善
成
佛
を
縁
因
佛
性
と
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
煩
悩
を
境
界

佛
性
と
な
す
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
よ
り
整
理
さ
れ
た
形
で
、
摩
訶

（
ｕ
）

止
観
な
ど
に
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
維
曄
経

が
煩
悩
即
菩
提
と
説
く
の
を
受
け
な
が
ら
、
煩
悩
に
よ
っ
て
造
作

さ
れ
て
い
る
境
界
を
佛
性
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
正
因

佛
性
と
も
看
倣
さ
れ
る
も
の
て
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

今
日
梵
行
能
得
無
漏
、
即
了
因
取
果
義
。
持
戒
即
縁
因
義
。
清

（
吃
）

浄
眼
所
見
理
、
即
正
因
義
。

と
い
わ
れ
る
如
く
、
了
因
を
取
果
の
義
、
持
戒
は
そ
れ
を
資
肋
す

る
縁
因
、
そ
し
て
所
見
の
理
を
正
因
佛
性
と
し
て
い
る
の
て
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
法
華
文
句
に
説
述
さ
れ
る
三
因
佛
性
は
、
正
因

句F
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佛
性
を
中
道
無
性
と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
こ
に
智
顎
独

自
の
思
想
が
盛
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

を
三
因
佛
性
と
し
て
の
一
つ
の
纒
っ
た
も
の
と
し
て
み
る
観
点
か

ら
は
通
途
の
解
釈
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
立
場
は
中
道
無

性
・
境
界
性
・
心
性
理
を
正
因
佛
性
と
し
そ
れ
を
開
顕
す
る
上
に

縁
因
・
了
因
の
二
因
佛
性
を
立
て
る
と
い
う
実
践
的
・
縦
的
な
関

係
に
お
い
て
三
因
佛
性
を
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
縁
を
開
い
て
縁
因
・
了
因
と
な
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
他
面
、
了
因
を
縁
因
に
含
め
て
、

然
衆
生
但
正
無
縁
、
今
聞
経
信
解
縁
正
具
足
。
開
佛
知
見
知
佛

（
喝
）

性
、
見
佛
法
見
佛
性
。

と
述
、
へ
ら
れ
、
衆
生
に
は
正
因
佛
性
は
あ
る
が
、
縁
因
佛
性
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
縁
因
・
了
因
の
概
念
を
包
摂

し
た
縁
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

以
円
如
実
智
為
因
還
以
為
果
、
道
前
真
如
即
是
正
因
、
道
中
真

如
即
為
縁
因
亦
名
了
因
。
道
後
真
如
即
是
円
果
、
…
…
就
理
而

諭
、
真
如
実
相
無
当
因
果
亦
非
前
後
。
若
約
衆
生
修
行
、
則
有

（
雌
）

前
後
及
以
因
果
也
。

と
説
か
れ
る
如
く
、
縁
因
と
了
因
を
同
等
に
論
じ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
↑
と
も
に
道
中
真
如
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
華
文
句
に
み
ら
れ
る
三
因
佛
性
で

は
、
衆
生
の
覚
性
は
因
果
に
通
じ
て
常
住
な
る
中
道
無
性
・
真
如

実
相
で
あ
り
、
縁
因
・
了
因
は
そ
れ
を
実
践
的
に
開
顕
し
た
果
位

に
対
し
て
因
位
的
立
場
に
あ
り
、
正
因
佛
性
に
対
し
て
は
縁
的
・

了
的
立
場
で
あ
る
が
故
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
に

論
究
す
る
三
因
佛
性
よ
り
も
正
因
佛
性
に
関
し
て
は
と
も
か
く
、

縁
因
・
了
因
の
二
因
佛
性
に
関
し
て
は
、
ま
だ
一
面
的
な
定
義
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
法
華
玄
義
巻
第
五
下
に
は
類
通
三
法
と
し
て
、
「
三

道
・
三
識
・
三
佛
性
・
三
般
若
・
三
菩
提
・
三
大
乗
・
三
身
・
三

（
胆
）

浬
藥
・
三
宝
・
三
徳
」
と
述
べ
ら
れ
、
十
法
が
相
互
の
会
通
的
解

釈
・
組
織
的
位
置
付
け
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

類
通
三
法
と
は
、
妙
法
蓮
華
経
の
経
題
を
開
く
中
に
「
妙
」
の
一

宇
の
広
釈
に
通
別
を
分
け
、
別
釈
中
に
通
・
本
・
観
心
の
三
重
十

妙
を
別
開
し
て
、
迩
門
の
十
妙
に
境
妙
・
智
妙
・
行
妙
・
位
妙
・

三
法
妙
・
感
応
妙
．
神
通
妙
・
説
法
妙
・
巻
属
妙
・
功
徳
利
益
妙

を
挙
げ
る
中
の
第
五
の
三
法
妙
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
三
法

妙
と
は
境
妙
・
智
妙
・
行
妙
な
ど
の
修
因
に
よ
っ
て
達
す
る
果
徳

す
な
わ
ち
、
真
性
軌
・
観
照
軌
・
資
成
軌
の
三
軌
で
あ
る
が
、
こ

の
三
軌
に
つ
い
て
は
、

三
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（
略
）

言
三
法
者
即
三
軌
也
。
軌
名
軌
範
。
還
是
三
法
可
軌
範
耳
。

と
述
守
へ
、
こ
の
三
軌
が
円
融
論
理
を
構
成
す
る
三
契
機
で
あ
る
と

考
え
、
一
切
法
を
三
法
の
不
縦
不
横
の
関
係
に
お
い
て
把
握
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
三
法
は
任
意
の
も
の
で
な

く
、
各
を
固
有
の
徳
用
を
も
ち
相
互
に
有
機
的
に
限
定
し
合
う
も

（
〃
）

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
智
顎
は
三
法
の
徳
用
を
三
軌
と
な
し
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
三
軌
の
各
々
に
つ
い
て
は
、

明
円
教
三
法
者
、
以
真
性
軌
為
乗
体
、
不
偽
名
真
不
改
名
性
、

即
正
因
常
住
。
諸
俳
所
師
謂
此
法
也
。
…
…
観
照
者
、
祇
点
真

性
寂
而
常
照
、
便
是
観
照
、
即
是
第
一
義
空
。
資
成
者
、
祇
点

真
性
法
界
、
含
蔵
諸
行
無
量
衆
具
、
即
如
来
蔵
。
三
法
不
一
異
。

…
…
真
性
軌
得
顕
名
為
法
身
、
観
照
得
顕
名
為
般
若
、
資
成
得

（
肥
）

顕
名
為
解
脱
。

と
、
真
性
軌
に
つ
い
て
は
乗
体
・
正
因
・
第
一
義
空
と
さ
れ
て
い

る
が
、
他
の
言
葉
で
は
「
諸
法
実
相
一
実
諦
」
な
ど
と
呼
び
慣
わ

（
四
）

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
不
偽
不
改
の
乗
体
で
迷
悟
両
界
に
通

じ
て
常
寂
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
開
発
す
る
観
照
軌
の
般
若
も
、

資
成
軌
の
諸
行
福
徳
も
真
性
軌
に
為
作
造
作
し
て
、
何
ら
か
の
も

の
を
有
な
ら
し
め
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
「
祇
点
」
と
い

う
微
妙
な
表
現
を
も
っ
て
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
類
通
三
法
と

い
わ
れ
る
十
種
三
法
は
こ
の
三
軌
が
根
本
と
な
っ
て
、
そ
の
上
で

各
々
の
三
法
が
本
来
的
に
有
し
て
い
る
意
義
が
考
慮
さ
れ
て
い
る

（
釦
）

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
因
佛
性
で
は
、

類
通
三
佛
性
者
、
真
性
軌
即
是
正
因
性
、
観
照
軌
即
是
了
因
性
、

（
皿
）

資
成
軌
即
是
縁
因
性
。

と
あ
り
、
真
性
軌
は
正
因
佛
性
に
、
観
照
軌
は
了
因
佛
性
に
、
資

成
軌
は
縁
因
佛
性
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
三
因
佛
性

と
三
軌
と
の
関
係
を
十
如
是
に
及
ば
し
め
て
、

浄
名
云
、
一
切
衆
生
皆
菩
提
相
、
不
可
復
得
、
此
即
縁
因
為
佛

州
。
性
以
拠
内
者
、
智
願
猶
在
不
失
。
智
即
了
因
為
佛
性
、
自

（
型
）

性
清
浄
心
即
是
正
因
為
佛
体
。
此
即
三
軌
也
。

と
説
か
れ
、
ま
た
、

即
是
如
来
蔵
、
蔵
名
佛
性
。
従
人
天
善
乃
至
別
乗
、
皆
不
動
本

法
即
是
於
妙
。
当
知
三
句
摂
一
切
法
、
無
非
佛
性
。
．
…
：
即
絶

待
妙
也
。
：
。
…
乃
取
凡
地
一
念
之
心
、
具
十
法
界
十
種
相
性
、

為
三
法
之
始
。
何
者
、
十
種
相
性
祇
是
三
軌
。
如
是
体
即
真
性

軌
。
如
是
性
性
以
拠
内
、
即
是
観
照
軌
。
如
是
相
者
、
相
以
拠

（
鰯
）

外
即
是
福
徳
是
資
成
軌
。
力
者
是
了
因
是
観
照
軌
。

と
述
課
へ
る
如
く
、
十
法
界
十
如
が
結
局
は
三
軌
で
あ
り
、
三
佛
性

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
十
如
是
に
基
づ
く
一
念
三
千
の
思
想
は
、

凡
夫
が
日
常
に
起
こ
す
介
爾
陰
妄
の
一
念
の
心
に
三
千
種
類
の
世

間
が
具
足
し
て
欠
減
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ね
に
現
実
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を
浄
化
す
る
と
こ
ろ
に
真
実
の
佛
道
が
あ
る
と
し
、
地
獄
界
よ
り

佛
界
に
至
る
ま
で
、
全
て
の
在
り
方
が
実
相
と
し
て
あ
る
姿
を
、

論
理
的
平
等
性
に
お
い
て
把
握
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

因
果
に
通
じ
て
常
住
的
な
諸
法
の
在
り
方
を
明
か
さ
ん
と
す
る
三

法
と
は
共
に
実
相
の
異
な
っ
た
方
向
に
お
け
る
説
述
で
あ
る
点
に

共
通
性
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
因
佛
性
に
つ
い
て
も
佛
性
の
問
題
は
そ
の
源

初
よ
り
因
果
関
係
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
佛
と
衆
生
に
お
け
る
平

等
性
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
側
か
ら
み
れ
ば
覚
性
と
い
わ
れ
る
衆
生

の
宗
教
的
安
心
の
確
証
を
追
究
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
般

若
経
な
ど
の
初
期
・
中
期
の
経
典
に
よ
っ
て
↑
大
乗
思
想
の
裏
付

け
を
受
け
た
佛
性
は
、
浬
藥
経
に
お
い
て
、
。
切
衆
生
悉
有
佛

〈
型
）
性
」
と
高
揚
さ
れ
な
が
ら
も
、
反
面
、
剛
提
成
佛
す
な
わ
ち
大
乗

不
信
。
断
善
根
の
人
々
ま
で
も
成
佛
で
き
る
か
否
か
と
い
う
有
佛

を
通
し
て
究
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
浬
梁
経
で
は
、
「
一

切
衆
生
悉
有
佛
性
」
は
客
観
的
な
立
場
に
立
つ
以
上
当
然
の
理
論

的
帰
結
と
し
て
、
閲
捉
成
佛
を
説
示
し
た
が
、
他
面
、
三
因
佛
性

と
い
う
補
足
的
な
佛
性
思
想
を
加
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
關
提
有
性
の
根
拠
を
正
因
佛
性
に
お
く
と
共
に
、
さ
ら

性
・
無
佛
性
の
問
題
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で

（
鰯
）
（
郡
）

あ
る
。
こ
の
点
は
、
唯
識
学
派
に
お
い
て
五
性
各
別
と
い
う
問
題

に
剛
捉
を
含
め
た
一
切
衆
生
を
し
て
成
佛
せ
し
め
ん
が
た
め
に
了

因
佛
性
・
縁
因
佛
性
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
衆
生
有
佛

性
の
自
覚
を
実
践
的
に
佛
果
に
振
り
向
け
る
態
度
を
と
っ
た
の
で

あ
る
。
智
顎
が
法
華
文
句
に
お
い
て
は
、
大
体
こ
の
立
場
に
立
脚

し
て
三
因
佛
性
を
説
い
て
い
た
こ
と
は
既
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
る
に
、
法
華
玄
義
に
お
い
て
は
了
因
。
縁
因
が
道
中

の
真
如
か
ら
、
さ
ら
に
道
前
の
真
如
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
説
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
如
く
方
等
餓
法
の
中
に
も
催
か
な
章
句
な

が
ら
も
、
次
下
に
み
て
い
く
法
華
玄
義
に
説
示
さ
れ
る
三
因
佛
性

と
表
面
的
に
は
殆
ど
同
じ
思
想
が
み
ら
れ
、
方
等
峨
法
の
後
に
説

か
れ
た
法
華
文
句
の
佛
性
解
釈
は
不
可
解
と
思
わ
れ
る
点
も
存
す

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
法
華
文
句
の
三
囚
佛
性
が
、
そ
れ
以
後

の
諸
著
述
に
み
ら
れ
ぬ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
摩
訶
止
観
は
そ

れ
の
広
説
と
看
倣
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
点
よ
り
す

れ
ば
、
法
華
文
句
は
殊
更
に
言
及
の
範
囲
を
限
定
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
り
、
事
実
、

陰
入
界
苦
即
是
法
身
、
非
顕
現
故
名
為
法
身
、
障
即
法
身
、
負

志
擬
即
般
若
、
非
能
明
故
名
為
般
若
、
無
所
可
照
性
自
明
了
、

業
行
繋
縛
皆
名
解
脱
、
非
断
縛
得
脱
、
亦
無
休
可
繋
、
亦
無
能

繋
故
称
解
脱
。
解
脱
即
業
不
生
、
般
若
即
煩
悩
不
生
、
法
身
即
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苦
不
生
、
是
三
不
生
即
一
不
生
、
是
一
不
生
即
三
不
生
、
非
三

（
”
）

非
一
故
言
不
生
。
．
．
…
・
此
即
円
無
生
観
智
云
々
・

と
、
円
教
の
無
生
観
智
を
明
か
す
に
つ
い
て
、
法
身
と
陰
入
界

苦
・
・
般
若
と
負
志
凝
・
解
脱
と
業
行
繋
縛
の
相
即
を
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
が
智
顎
の
中
道
実
相
観
で
あ
る
と
共
に
、
三
因
佛
性
に
つ
い

て
も
こ
の
論
理
が
適
用
さ
れ
て
法
華
玄
義
巻
第
二
下
に
は
、

不
思
議
不
生
不
滅
十
二
因
縁
者
、
為
利
根
人
即
事
顕
理
也
。
大

経
云
、
十
二
因
縁
名
為
佛
性
者
、
無
明
・
愛
。
坂
既
是
煩
悩
、

煩
悩
道
即
是
菩
提
、
菩
提
通
達
無
復
煩
悩
、
煩
悩
既
無
既
究
寛

浄
、
了
因
佛
性
也
。
行
・
有
是
業
道
即
是
解
脱
、
解
脱
自
在
縁

因
佛
性
也
。
名
色
・
老
死
是
苦
道
、
苦
即
法
身
、
法
身
無
苦
無

楽
是
名
大
楽
、
不
生
不
死
是
常
、
正
因
佛
性
故
。
・
・
…
若
辺
若

（
妬
）

中
無
非
佛
性
。
並
是
常
楽
我
浄
。

と
説
示
さ
れ
、
さ
ら
に
維
摩
経
略
疏
巻
第
九
に
も
、

若
如
十
二
因
縁
三
道
法
相
解
者
、
即
是
如
来
種
。
何
者
離
三
道

之
外
更
無
如
来
種
。
三
種
種
者
、
一
正
因
即
苦
道
↑
二
了
因
即

（
”
）

煩
悩
道
、
三
縁
因
即
業
道
。

と
述
尋
へ
ら
れ
る
如
く
、
苦
・
煩
悩
。
業
を
も
っ
て
正
因
・
了
因
・

縁
因
と
な
す
も
の
で
あ
り
、
諸
法
実
相
と
い
う
立
場
か
ら
三
道
そ

の
も
の
を
衆
生
の
佛
性
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
実

相
に
つ
い
て
、
．
色
一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
。
…
…

（
鋤
）

実
相
の
ほ
か
更
に
別
の
法
な
し
・
」
と
述
べ
、
そ
の
世
界
に
お
い

て
は
、
喜
怒
哀
楽
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
現
実
の
生
そ
の
も
の
が

佛
界
の
顕
現
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
生
き
ゆ
く
こ
の
現
実
世
界
を

離
れ
て
佛
界
な
る
別
の
世
界
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
と
す
る
。

つ
ま
り
、
現
実
そ
の
ま
ま
、
あ
ら
ゆ
る
迷
悟
の
葛
藤
が
行
な
わ
れ

る
様
相
を
、
実
相
真
実
の
有
様
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、

三
道
は
そ
れ
に
対
応
す
る
三
佛
性
と
対
立
し
な
が
ら
あ
る
の
で
は

な
く
、
衆
生
が
十
二
因
縁
・
三
道
の
姿
に
お
い
て
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
あ
り
よ
う
に
て
は
有
り
得
な
い
点
を
指
し
て
三
佛
性
と
い
う

（
別
）

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
佛
性
は
衆
生
に
お
け
る
覚
性
で
あ

り
、
常
楽
我
浄
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
智
顎
に
お
い

て
そ
れ
は
決
し
て
超
越
的
・
静
止
的
な
概
念
で
も
っ
て
捉
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
現
実
に
生
き
て
い
る
衆
生
の
全
体
が
佛

性
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

約
不
共
般
若
円
教
明
法
性
実
相
為
大
乗
経
体
者
、
一
切
諸
法
即

（
犯
）

是
佛
性
浬
藥
如
来
蔵
也
。

と
あ
り
、
一
切
諸
法
が
佛
性
・
如
来
蔵
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
三
道
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
三
因
佛
性
と
は
、

法
性
実
相
即
是
正
因
佛
性
、
般
若
観
照
即
是
了
因
佛
性
、
五
度

（
弱
）

功
徳
資
発
般
若
即
是
縁
因
佛
性
。

と
説
示
さ
れ
、
ま
た
、
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（
湖
）

縁
因
善
心
発
、
了
因
慧
心
発
、
正
因
理
心
発
。

な
ど
と
い
わ
れ
る
文
句
に
通
じ
る
三
因
佛
性
と
は
如
何
に
会
通
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
摩
訶
止
観
巻
第
九
下
に
は
、

若
通
観
十
二
縁
真
如
実
理
、
是
正
因
佛
性
。
観
十
二
因
縁
智
慧
、

是
了
因
佛
性
。
観
十
二
縁
心
具
諸
行
、
是
縁
因
佛
性
。
若
別
観

者
、
無
明
・
愛
・
取
即
了
因
佛
性
。
行
・
有
即
縁
因
佛
性
。
識

等
七
支
即
正
因
佛
性
。
…
…
性
得
因
時
不
縦
不
横
、
名
三
佛
性
。

（
弱
）

修
得
果
時
不
縦
不
横
、
如
世
伊
字
、
名
三
徳
浬
藥
。

と
い
わ
れ
！
つ
ぎ
に
維
摩
経
略
疏
巻
第
九
に
は
、

佛
性
不
出
三
種
、
因
名
三
種
佛
性
果
名
三
徳
浬
藥
。
…
…
問
、

十
二
因
縁
法
性
皆
是
正
因
、
観
因
縁
智
通
是
了
因
、
助
修
之
善

並
是
縁
因
、
何
以
偏
判
各
有
所
属
。
答
、
義
有
通
別
、
若
如
所

問
乃
是
通
義
、
別
対
不
爾
、
法
性
五
陰
有
無
明
悪
業
即
成
生
死

五
陰
、
如
陰
気
起
水
結
成
氷
、
無
明
転
為
明
不
善
成
善
、
即
顕

（
妬
）

五
陰
成
五
種
浬
藥
、
如
陽
気
起
則
氷
還
成
水
。

な
ど
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
三
道
す
な
わ
ち
三
因
佛
性
の
場
合
に

は
別
観
・
性
得
佛
性
で
あ
り
、
十
二
因
縁
を
正
因
、
そ
れ
の
観
智

を
了
因
；
観
智
を
資
助
す
る
福
徳
を
縁
因
と
す
る
場
合
に
は
通

観
・
修
得
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
通
観
・
修
得
の
正
因

佛
性
を
細
説
す
れ
ば
、
性
得
の
三
因
佛
性
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

正
因
佛
性
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。す
な
わ
ち
、
後
期
時
代
の
佛
性
思
想
は
全
て
、
こ
の
三
因
佛
性

の
二
面
性
の
方
向
に
お
い
て
敷
術
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
性

得
の
二
因
佛
性
が
修
得
の
方
向
に
転
ず
る
の
が
、
つ
ま
り
摩
訶
止

観
に
み
ら
れ
る
佛
性
思
想
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
摩
訶
止
観
に

み
ら
れ
る
通
観
・
別
観
の
叙
述
は
そ
れ
以
前
の
著
述
を
総
論
し
た

も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
摩
訶
止
観
に
お
い
て

は
三
因
佛
性
に
お
け
る
通
観
の
方
が
よ
り
重
要
な
も
の
に
な
る
と

思
わ
れ
、
性
得
か
ら
修
得
へ
転
ず
る
に
つ
い
て
は
、

（
幻
）

非
縛
無
由
求
脱
、
得
脱
由
縛
。

と
あ
り
、
ま
た
、

若
体
達
無
明
本
無
常
寂
、
即
是
真
滅
、
本
無
難
寂
、
若
不
修
道
、

（
鋤
）

無
由
契
会
故
。

な
ど
と
述
ゞ
へ
ら
れ
て
い
る
が
＄
結
局
は
性
得
の
三
因
佛
性
を
観
境

と
な
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
十
二
因
縁

（
弱
）

は
三
諦
の
理
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
十
二
因
縁
の
世
界
は
、

心
是
諸
法
之
本
心
即
総
也
。
別
説
有
三
種
心
、
煩
悩
心
是
三
支
、

若
果
心
是
七
支
、
業
心
是
二
支
。
苦
心
即
法
身
、
是
心
体
。
煩

悩
心
即
般
若
、
是
心
宗
。
業
心
即
解
脱
、
是
心
用
。
即
開
心
為

三
也
。
分
別
十
二
因
縁
心
生
、
即
有
六
道
差
降
、
分
別
心
滅
即
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（
棚
）

有
四
聖
高
下
。

と
い
わ
れ
る
如
く
、
現
実
に
動
い
て
い
る
心
の
内
容
形
式
で
あ
り
、

十
二
因
縁
は
つ
ま
り
心
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
通
観
の
立
場
に
立
脚
し
て
十
二
因
縁
を
観
ず
る
こ
と
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
心
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
止
観
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
十
二
因
縁
即
三
因
佛
性
と
し
て
論
じ
ら
れ

る
立
場
が
、
覚
性
の
問
題
の
開
顕
か
ら
実
践
へ
如
何
に
三
因
佛
性

を
開
覚
す
る
か
と
い
う
点
に
移
行
す
る
と
、
三
因
佛
性
が
総
相
と

し
て
の
心
に
置
き
換
え
ら
れ
、
心
即
佛
性
と
い
う
全
体
的
な
把
握

の
上
に
お
い
て
、
心
の
佛
性
の
覚
悟
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
心
の
観
法
に
つ
い
て
は
、
摩
訶
止
観
巻
第
五
以
下
に
お

い
て
十
境
・
十
乗
観
法
と
し
て
広
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

い
ま
法
華
玄
義
巻
第
二
上
に
は
、

（
虹
）

南
岳
師
挙
三
種
、
謂
衆
生
法
・
佛
法
・
心
法
。

と
い
い
、
さ
ら
に
こ
の
三
法
の
中
の
衆
生
法
の
条
下
に
、
一
切
法

を
明
か
す
に
経
論
は
一
法
・
二
法
・
三
法
の
増
数
の
法
を
も
っ
て

し
て
い
る
が
、
法
華
経
に
お
い
て
は
十
法
を
用
い
て
一
切
法
を
摂

す
と
し
、
如
是
相
・
如
是
性
・
如
是
体
な
ど
の
十
如
是
を
挙
げ
て
、

さ
ら
に
三
転
読
文
に
よ
っ
て
十
如
是
を
空
・
仮
・
中
の
三
諦
に
転

釈
し
、
さ
ら
に
、
「
此
の
一
法
界
に
十
如
是
を
具
し
、
十
法
界
に

百
如
是
を
具
す
。
ま
た
一
法
界
に
九
法
界
を
具
す
れ
ば
、
即
ち
百

（
蛇
）

法
界
千
如
是
あ
り
。
」
と
、
百
界
千
如
説
を
立
て
て
い
る
の
で
あ

る
。
法
華
文
句
お
よ
び
法
華
玄
義
所
説
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如

説
、
あ
る
い
は
摩
訶
止
観
所
説
の
一
念
三
千
説
の
思
想
は
、
地
獄

乃
至
佛
界
の
十
界
の
二
が
互
い
に
他
の
九
界
を
自
己
の
中
に
本

具
し
、
そ
の
二
の
界
が
各
灸
の
十
如
是
の
交
徹
に
よ
っ
て
成
立（銘
）

し
、
こ
と
ご
と
く
三
千
迷
悟
の
性
を
具
す
と
い
う
性
具
説
で
あ
り
、

こ
の
性
具
説
を
さ
ら
に
徹
底
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
天
台
独
自
の
説

と
さ
れ
る
如
来
性
悪
思
想
へ
と
繋
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

（
姓
）

る
。
こ
の
百
界
千
如
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
衆
生
法
が
、

（
錨
）

不
可
以
凡
夫
心
評
量
衆
生
、
智
如
来
乃
能
評
量
。

と
、
い
わ
れ
る
立
場
か
ら
衆
生
法
妙
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
衆

生
妙
は
十
界
を
通
じ
て
変
異
な
き
諸
法
実
相
を
開
顕
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
佛
性
に
つ
い
て
は
、

広
明
佛
法
者
、
佛
豈
有
別
法
、
祇
百
界
千
如
是
佛
境
界
。
唯
佛

（
妬
）

与
佛
究
寛
斯
理
。

と
述
、
へ
、
佛
法
は
佛
が
衆
生
法
の
真
実
を
究
尽
す
る
こ
と
に
お
い

て
現
成
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
妙
法
そ
の
も
の
と
し
て
は
衆
生

法
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
心
法
に
つ
い
て

は
、
観
根
塵
相
対
一
念
心
起
、
於
十
界
中
必
属
一
界
。
若
属
一
界
即

具
百
界
千
法
、
於
一
念
中
悉
皆
備
足
。
：
。
…
又
復
佛
境
界
者
、
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上
等
佛
法
下
等
衆
生
法
。
又
心
法
者
、
心
佛
及
衆
生
是
三
無
差

（
釘
）

別
、
是
名
心
法
也
。

と
い
わ
れ
る
如
く
、
根
塵
相
対
に
お
い
て
起
こ
る
と
こ
ろ
の
一
念

の
心
は
、
事
実
存
在
と
し
て
は
十
界
中
の
何
れ
か
に
屈
し
て
お
り

な
が
ら
、
実
相
界
上
の
十
如
・
十
界
の
交
徹
と
い
う
点
で
は
六
道

四
聖
に
通
ず
る
存
在
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
の
で
、
衆
生
法
・
佛
法

に
無
差
別
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
法
の
無
差
別
を
論
ず

る
上
に
お
い
て
、
そ
の
次
第
を
衆
生
法
・
佛
法
・
心
法
と
し
て
い

る
如
く
、
実
相
を
論
ず
る
上
に
お
い
て
衆
生
法
の
条
下
に
明
か
さ

れ
る
百
界
千
如
が
、
最
も
基
礎
的
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
か
り
に
そ
れ
を
諸
法
実
相
を
叙
述
す
る
上

の
原
理
と
す
れ
ば
、
根
座
相
対
す
な
わ
ち
主
観
と
客
観
の
表
象
の

上
に
起
こ
る
認
識
を
再
び
一
念
の
心
と
い
う
主
体
者
の
側
に
収
摂

す
る
心
法
は
、
原
理
的
に
は
三
法
無
差
別
の
あ
り
よ
う
を
し
て
い

な
が
ら
、
事
実
に
は
そ
の
原
理
に
一
如
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る

わ
け
で
あ
り
、
‐
衆
生
の
心
は
全
く
そ
れ
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
か

ら
そ
の
点
を
指
し
て
、

若
広
衆
生
法
、
一
往
通
論
因
果
及
一
切
法
。
若
広
佛
法
、
此
則

（
粥
）

拠
果
。
若
広
心
法
、
此
則
拠
因
。

と
述
べ
、
あ
る
い
は
、

広
釈
心
法
者
、
前
所
明
法
豈
得
異
心
。
但
衆
生
法
太
広
佛
法
太

高
、
於
初
学
為
難
。
然
心
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別
者
、
但
自
観

（
⑬
）

己
心
則
為
易
。

と
も
い
わ
れ
る
。
三
法
無
差
別
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
一
法
は
他

の
二
法
を
包
摂
す
る
概
念
で
は
あ
る
が
、
三
法
無
差
別
を
観
ず
る

と
い
う
上
に
お
い
て
は
、
初
学
者
の
現
実
的
な
あ
り
よ
う
は
衆
生

法
と
一
如
し
て
は
お
ら
ず
、
衆
生
法
妙
を
自
己
の
境
界
と
し
て
い

な
い
と
い
う
点
で
、
佛
法
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

無
差
別
を
止
観
す
る
上
に
お
い
て
妙
法
に
一
如
し
て
い
る
か
い
な

い
か
に
拘
ら
ず
、
事
実
的
に
動
い
て
い
る
自
己
の
心
法
を
契
機
と

し
て
、
三
法
無
差
別
を
観
じ
て
い
く
こ
と
が
、
初
学
者
の
用
心
と

さ
れ
る
の
は
必
然
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
智
顎
の

晩
年
に
観
心
論
に
よ
っ
て
佛
道
実
践
の
最
重
要
事
と
し
て
強
調
さ

れ
る
観
心
の
理
論
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

十
二
因
縁
三
道
即
三
因
佛
性
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
性
得
佛
性
が
、

十
二
因
縁
即
正
因
佛
性
を
観
境
と
な
す
修
得
佛
性
へ
転
ず
る
こ
と

が
、
結
局
、
心
に
つ
い
て
の
開
覚
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

智
顎
が
諸
法
実
相
即
正
因
佛
性
と
論
ず
る
建
前
か
ら
す
れ
ば
、

す
で
に
維
摩
経
玄
疏
巻
第
六
の
一
文
を
挙
げ
た
如
く
、
．
切
諸

（
卵
）

法
は
即
ち
是
れ
佛
性
浬
藥
如
来
蔵
な
り
。
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
摩
訶
止
観
巻
第
五
以
下
の
正
修
観
法
た
る
十
境
・
十
乗
観
法
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を
詳
説
す
る
中
の
第
一
に
み
ら
れ
る
陰
入
界
境
で
は
！

界
内
外
一
切
陰
入
皆
由
心
起
。
…
…
心
是
惑
本
、
其
義
如
是
。

若
欲
観
察
、
須
伐
其
根
。
如
炎
病
得
穴
。
今
当
去
丈
就
尺
、
去

（
別
）

尺
就
寸
。
置
色
等
四
陰
但
観
識
陰
↑
識
陰
者
心
是
也
。

と
、
界
内
界
外
一
切
の
陰
入
界
は
心
よ
り
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、

心
こ
そ
惑
の
根
本
で
あ
る
の
で
、
心
の
病
根
を
刈
る
こ
と
が
修
道

の
肝
要
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
丈
と
尺
を
去
っ
て
寸
に
つ
く
が
如

く
、
五
陰
の
中
で
色
受
想
行
の
四
陰
を
ざ
し
措
い
て
識
陰
、
す
な

わ
ち
心
に
つ
い
て
こ
れ
を
観
境
と
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
り
、
心
に

つ
い
て
の
止
観
が
思
議
境
か
ら
不
思
議
境
へ
進
取
す
る
を
も
っ
て

観
心
の
究
寛
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
今
迄
み
て
き
た
三
因
佛
性
は
、
正
因
・
了
因
・
縁
因
の
三

佛
性
で
あ
っ
た
が
～
維
摩
経
略
疏
巻
第
十
に
は
、
お
そ
ら
く
智
顎

が
関
説
す
る
た
だ
一
箇
所
の
説
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
生
因
・
了

（
犯
）

因
・
縁
因
に
つ
い
て
の
見
解
が
み
ら
れ
る
。
生
因
と
了
因
に
つ
い

て
は
、
正
因
・
縁
因
・
了
因
と
同
じ
く
浬
梁
経
に
説
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

能
生
法
者
是
名
生
因
、
燈
能
了
物
故
名
了
因
。
煩
悩
諸
結
是
名

生
因
、
衆
生
父
母
是
名
了
因
。
。
・
・
・
：
復
有
了
因
、
謂
六
波
羅
蜜

佛
性
。
復
有
生
因
、
謂
首
榴
厳
三
昧
阿
褥
多
羅
三
読
三
菩
提
。

（
弱
）

一
云
々

と
述
べ
ら
れ
、
生
因
は
正
因
の
意
味
を
含
み
な
が
ら
佛
果
の
方
向

へ
正
因
を
出
生
せ
し
め
る
と
い
う
果
に
対
す
る
正
因
の
動
出
と
し

て
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
了
因
は
生
因
を
顕
了
し
て
佛
果

た
ら
し
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
維
摩
経
略
疏

巻
第
十
で
は
、

於
実
名
了
因
於
余
名
生
因
、
生
因
是
縁
因
、
福
徳
不
動
不
出
不

至
菩
提
、
功
徳
有
尽
。
於
実
名
了
因
、
実
即
実
州
了
因
照
了
、

与
実
相
相
応
能
趣
菩
提
、
功
徳
不
尽
同
虚
空
等
法
界
。
豈
得
与

前
福
徳
不
動
不
出
有
限
之
法
為
量
。
供
養
生
身
名
為
生
因
不
趣
、

（
斑
）

供
養
法
身
実
名
了
因
能
趣
菩
提
。

と
述
べ
る
が
如
く
、
こ
こ
で
は
供
養
生
身
と
供
養
法
身
に
つ
い
て

生
因
と
了
因
と
を
格
量
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
相
法
身
を
照

了
す
る
了
因
を
も
っ
て
、
融
通
無
擬
の
功
徳
荘
厳
を
帯
し
て
よ
く

菩
提
に
至
る
も
の
と
な
し
、
こ
れ
に
対
し
て
生
因
は
実
相
に
直
接

関
わ
る
こ
と
の
な
い
緑
因
で
あ
る
と
さ
れ
、
生
身
を
供
養
し
て
生

死
を
出
離
す
る
の
で
福
徳
と
い
わ
れ
る
が
、
法
身
供
養
で
は
な
い

の
で
、
功
徳
荘
厳
に
も
限
界
が
あ
っ
て
よ
く
菩
提
に
至
り
得
る
も

の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

言
三
世
佛
不
可
思
議
菩
提
即
是
実
相
之
法
、
佛
由
此
実
相
得
菩

（
弱
）

捉
也
。

と
、
菩
提
に
つ
い
て
述
需
へ
て
い
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
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明
白
な
の
で
あ
る
が
、
生
因
自
体
の
意
味
と
し
て
は
浬
藥
経
と
は

全
く
説
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
そ
の
他
、
如
来
蔵
に
つ
い
て
も
処
々
に
散
説
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
法
華
玄
義
巻
第
五
下
に
は
、
「
如
来
蔵
即
実
相
。

（
卵
）

．
…
：
点
実
相
為
如
来
蔵
・
」
と
説
か
れ
、
さ
ら
に
、

今
遠
論
其
本
即
是
性
徳
三
軌
↑
亦
名
如
来
之
蔵
。
極
論
其
末
即

（
”
）

是
修
徳
三
軌
、
亦
名
秘
密
蔵
。

な
ど
と
述
ゞ
へ
ら
れ
、
三
因
佛
性
と
同
じ
方
向
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
佛
性
と
如
来
蔵
に
お
い
て
は
視
点

が
異
な
っ
て
い
て
、

（
犯
）

覚
了
不
変
故
名
佛
性
、
含
備
諸
法
故
名
如
来
蔵
。

と
い
わ
れ
る
如
く
、
佛
性
は
覚
了
不
変
・
衆
生
の
覚
性
・
覚
悟
の

根
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
点
に
、
そ
の
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
の

（
弱
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
如
来
蔵
は
、
「
蔵
は
佛
性
と
名
づ
く
。
」

と
さ
れ
て
、
性
徳
の
観
点
か
ら
は
同
じ
く
覚
性
と
し
て
の
意
味
を

も
つ
に
相
違
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
上
に
含
備
諸
法
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
権
実
・
万
徳
・
万
行
を
蔵
し
↑
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
功
徳
を

出
生
す
る
と
い
鮨
フ
と
こ
ろ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

行
蔵
理
蔵
、
一
切
法
趣
壇
Ｐ
忍
等
、
是
趣
不
過
者
、
是
約
行
為

如
来
蔵
。
一
切
法
趣
陰
入
界
根
塵
等
、
是
趣
不
過
、
即
是
約
理

、
（
帥
）

明
如
来
蔵
。
…
…
何
法
不
是
摩
訶
術
。
…
・
・
・
大
円
因
遍
該
善
悪
。

と
い
い
、
広
い
意
味
で
の
含
蔵
諸
法
を
述
べ
て
い
る
の
が
、
こ
れ

を
証
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

註
１
覚
意
三
昧
（
大
正
四
六
・
六
一
二
ａ
）

２
同
右
（
大
正
四
六
・
六
二
一
ｂ
）

３
国
清
百
録
巻
第
一
（
大
正
四
六
・
七
九
八
ｂ
）

４
北
本
浬
藥
経
巻
第
二
十
八
（
大
正
一
二
・
五
三
一
ｂ
’
五
三
五
ｂ
）
、

南
本
浬
渠
経
巻
第
十
九
（
大
正
一
二
・
七
三
五
Ｃ
）
・
同
巻
第
二
十
六

（
大
正
一
二
・
七
七
六
ａ
’
七
八
○
ｂ
）
な
ど
。

５
大
般
浬
樂
経
集
解
巻
第
十
八
（
大
正
三
七
・
四
四
七
ｃ
）
お
よ
び

大
乗
義
章
巻
第
一
（
大
正
四
四
・
四
七
六
Ｃ
ｌ
四
七
七
ｃ
）
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
、
湯
用
形
著
「
漢
魏
両
晋
南
北
朝
佛
教
史
」
（
下
冊
）

や
屋
今
画
昂
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

６
法
華
文
句
巻
第
四
下
（
大
正
三
四
・
五
八
ａ
）

７
法
華
経
巻
第
一
（
大
正
九
・
九
ｂ
）

８
光
宅
寺
法
雲
の
法
華
義
記
巻
第
三
に
も
、
教
一
・
理
一
・
機
一
・

人
一
（
大
正
三
三
・
五
九
八
ａ
）
、
あ
る
い
は
果
一
・
人
一
・
因
一
・

教
一
（
大
正
三
三
・
六
○
三
ａ
）
に
よ
っ
て
、
顕
一
乗
を
広
説
し
て

あ
る
。
た
だ
し
佛
性
思
想
に
つ
い
て
は
殆
ど
説
述
さ
れ
て
い
な
い
・

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
超
慧
日
編
著
「
法
華
思
想
」
固
匿
甲
囲
句
に

関
説
さ
れ
て
い
る
。

９
法
華
文
句
巻
第
六
上
（
大
正
三
四
・
七
九
ａ
）

、
法
華
経
巻
第
二
（
大
正
九
・
一
五
ｂ
）

、
摩
訶
止
観
巻
第
八
上
（
大
正
四
六
・
一
○
二
ａ
’
一
○
六
ａ
）
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咽
法
華
文
句
巻
第
六
下
（
大
正
三
四
・
九
○
ａ
）

蝿
同
右
巻
第
七
上
（
大
正
三
四
・
九
七
ｃ
）

皿
同
右
巻
第
八
上
（
大
正
三
四
・
二
○
ｃ
）

妬
法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
四
ａ
）
。
い
ま
参
考
ま

で
に
、
法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
一
ｂ
以
下
）
お
よ

び
金
光
明
玄
義
巻
上
（
大
正
三
九
・
二
ａ
以
下
）
に
よ
り
、
こ
の
十

種
三
法
を
三
軌
に
よ
っ
て
示
す
な
ら
ば
、

と
な
る
の
で
あ
る
。

蝿
法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
一
ｂ
）

Ⅳ
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
安
藤
俊
雄
著
「
天
台
性
具
思
想
論
」
祠

思
以
下
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

肥
法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
二
ｂ
ｌ
ｃ
）
。
三
軌
の

各
為
に
つ
い
て
は
以
下
に
述
、
へ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
詳
細
な
る
研

究
を
な
さ
れ
た
も
の
に
、
安
藤
俊
雄
著
「
天
台
性
具
思
想
論
」
固
麗

‐
き
が
あ
り
、
ま
た
同
教
授
「
天
台
佛
身
観
の
主
体
的
性
格
」
（
大

谷
学
報
第
四
八
巻
第
四
号
所
収
）
や
午
巨
が
あ
る
。

十
種
三
法

二
軌

幸
杢
追 薔｜葛 三

道
三
識繩|鯉|蕊

鵬
幽
（
唖
群
）

三

伽
'|生

鯉|蝿
三
般
若
三
菩
提

鞭|蕊

勤
窪
得
乗

溝|蕊
三
大
乗
三
身

膿|裟
報法
身，身

浬円浬性
梁浄渠浄

応
身
額
錘
零

三

浬
集 2120 19

五
七
四
ｂ
ｌ
Ｃ
）
、
南
本
浬
藥
経
巻
第
三
十
二
（
大
正
一
二
・
八
二

一
ｂ
）

妬
五
性
と
は
定
性
声
聞
・
定
性
縁
覚
・
定
性
菩
薩
・
不
定
種
性
・
無

性
有
情
の
五
種
性
を
い
い
、
こ
の
五
性
各
別
説
は
傍
伽
経
巻
第
二
や

解
深
密
経
巻
第
二
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
慈
恩
寺
窺

基
の
法
華
玄
徒
は
こ
の
立
場
に
立
っ
て
、
三
乗
真
実
・
一
乗
方
便
を

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

”
法
華
文
句
巻
第
一
下
（
大
正
三
四
・
九
Ｃ
）

詔
法
華
玄
義
巻
第
二
下
（
大
正
三
三
・
七
○
○
ａ
）
。
な
お
、
上
上

22

維
摩
経
玄
疏
巻
第
六
に
は
、
「
真
性
即
是
実
相
一
実
諦
之
異
名

也
。
」
（
大
正
三
八
・
五
五
四
Ｃ
）
と
あ
る
。

註
晦
参
照
の
こ
と
。

法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
四
ｃ
）
。
な
お
維
摩
経

玄
疏
巻
第
五
に
は
、
「
類
通
三
種
佛
性
者
、
一
正
因
佛
性
、
二
了
因

佛
性
、
三
縁
因
佛
性
。
」
（
大
正
三
八
・
五
五
三
ｂ
）
と
あ
る
。

法
華
玄
義
巻
第
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
五
ａ
）

三
宝
三
徳

法
法
身

佛
一
般
若

僧

解
脱

鰡
同
右
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
三
ｃ
）

型
北
本
浬
渠
経
巻
第
二
十
七
（
大
正
一
二
・

五
二
二
Ｃ
ｌ
五
二
三
ａ
）
・
同
巻
第
三
十
二

（
大
正
一
二
・
五
五
四
ａ
Ｎ
ま
た
南
本
浬

渠
経
巻
第
二
十
五
（
大
正
一
二
・
七
六
七
ａ
）
・

同
巻
第
三
十
（
大
正
一
二
・
七
九
九
Ｃ
）
な

ど
に
あ
る
。

妬
北
本
浬
繋
経
巻
第
三
十
六
（
大
正
一
二
・
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智
観
に
つ
い
て
は
同
巻
第
三
上
（
大
正
三
三
・
七
二
ｂ
）
に
説
示

さ
れ
て
い
る
。

酌
維
摩
経
略
疏
巻
第
九
（
大
正
三
八
・
六
八
五
ｂ
Ｉ
Ｃ
・
）

鋤
摩
訶
止
観
巻
第
一
上
（
大
正
四
六
・
一
ｃ
）
。
後
世
に
お
い
て
荊

渓
湛
然
は
こ
の
思
想
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
金
剛
鉾
論
に
、

「
客
日
、
・
・
…
而
云
佛
性
非
謂
無
情
、
仁
何
独
言
無
情
有
耶
。
余
日
、

古
人
尚
云
一
關
提
無
、
云
無
情
無
、
未
足
可
怪
。
然
以
教
分
大
小
其

言
碩
乖
。
云
々
」
（
大
正
四
六
・
七
八
一
ｂ
）
と
い
う
如
く
、
法
蔵

以
来
華
厳
系
の
諸
師
の
佛
性
解
釈
を
超
克
し
て
、
感
覚
機
能
の
あ
る

有
情
ば
か
り
で
な
く
無
感
覚
の
非
情
に
も
佛
性
が
あ
る
と
い
う
草
木

瓦
石
成
佛
説
を
主
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

釦
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
玉
城
康
四
郎
著
「
心
把
捉
の
展
開
」

弔
麗
守
路
④
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

犯
維
摩
経
玄
疏
巻
第
六
（
大
正
三
八
・
五
五
六
ａ
）

兜
法
華
玄
義
巻
第
十
上
（
大
正
三
三
・
八
○
二
ａ
）

型
維
摩
経
玄
疏
巻
第
四
（
大
正
三
八
・
五
四
一
ａ
）

弱
摩
訶
止
観
巻
第
九
下
（
大
正
四
六
・
一
二
六
Ｃ
）

託
維
摩
経
略
疏
巻
第
九
（
大
正
三
八
・
六
八
三
ｂ
‐
ｃ
）

評
法
華
文
句
巻
第
三
下
（
大
正
三
四
・
三
七
Ｃ
）

犯
同
右
巻
第
四
下
（
大
正
三
四
・
五
六
ｂ
）

釣
維
摩
経
玄
疏
巻
第
二
、
「
境
是
所
観
智
是
能
観
、
所
観
之
境
即
是

十
二
因
縁
三
諦
之
理
也
。
」
（
大
正
三
八
・
五
二
五
ａ
）

如
法
華
玄
義
巻
第
一
上
（
大
正
三
三
・
六
八
五
Ｃ
ｌ
六
八
六
ａ
）

虹
同
右
巻
第
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
三
ａ
）
。
こ
の
「
南
岳
師
挙

三
種
、
云
々
」
と
い
う
の
は
、
慧
思
の
法
華
経
安
楽
行
義
の
、
「
妙

者
衆
生
妙
故
、
法
者
即
是
衆
生
法
。
云
之
」
、
（
大
正
四
六
・
六
九
八

ｂ
以
下
）
の
文
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

蛆
法
華
玄
義
巻
第
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
三
Ｃ
）
．
｜

“
つ
ま
り
、
心
法
・
佛
法
・
衆
生
法
の
各
々
が
絶
対
と
な
る
三
法
無

差
と
三
法
同
格
を
要
求
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

“
性
具
説
か
ら
性
悪
思
想
へ
の
展
開
と
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
安

藤
俊
雄
著
「
天
台
性
具
思
想
論
」
詞
置
ｌ
屋
に
極
め
て
詳
細
な
る
研

究
を
な
さ
れ
、
さ
ら
に
如
来
性
悪
思
想
に
つ
い
て
は
、
同
教
授
著

「
天
台
学
」
も
塵
田
上
屋
に
、
性
悪
思
想
が
章
安
灌
頂
の
創
説
で
あ

る
と
す
る
佐
藤
哲
英
氏
に
対
し
、
如
来
性
悪
思
想
の
創
説
者
が
天
台

智
顎
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

妬
法
華
玄
義
巻
第
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
四
ａ
）

妬
同
右
（
大
正
三
三
・
六
九
六
ａ
）

岬
同
右
（
大
正
三
三
・
六
九
六
ａ
ｌ
ｂ
）
。
智
顔
は
心
具
法
門
の
理

論
的
根
拠
と
し
て
、
六
十
華
厳
経
巻
第
十
の
、
「
心
如
工
画
師
、
画

種
種
五
陰
、
一
切
世
間
中
、
無
法
而
不
造
、
如
心
佛
亦
爾
、
如
佛
衆

生
然
、
心
佛
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
。
」
（
大
正
九
・
四
六
五
Ｃ
）
と

い
う
三
法
無
差
の
文
を
、
し
ば
し
ば
引
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
石
津
照
璽
著
「
天
台
実
相
論
の
研
究
」
や
認
ｌ
雪
お
よ

び
玉
城
康
四
郎
著
「
心
把
捉
の
展
開
」
軍
？
ｇ
》
や
］
己
士
路
に
細

説
さ
れ
て
い
る
。

妃
法
華
玄
義
巻
第
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
三
ｂ
）

蛆
同
右
（
大
正
三
三
・
六
九
六
ａ
）
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印
註
詑
参
照
の
こ
と
。

副
摩
訶
止
観
巻
第
五
上
（
大
正
四
六
・
五
二
ａ
‐
ｂ
）

砲
維
摩
経
略
疏
巻
第
十
（
大
正
三
八
・
七
○
六
ｃ
）

粥
北
本
浬
桑
経
巻
第
二
十
八
（
大
正
一
二
・
五
三
○
ａ
）
、
南
本
浬

藥
経
巻
第
二
十
六
（
大
正
一
二
・
七
七
四
Ｃ
‐
七
七
五
ａ
）

別
維
摩
経
略
疏
巻
第
十
（
大
正
三
八
・
七
○
六
ｃ
）

605958575655

維
摩
経
略
疏
巻
第
十
（
大
正
三
八
・
七
○
六
ｃ
）

法
華
玄
義
巻
第
五
下
（
大
正
三
三
・
七
四
三
ａ
‐
ｂ
）

同
右
（
大
正
三
三
・
七
四
一
ｃ
）

同
右
巻
第
八
下
（
大
正
三
三
・
七
八
三
ｂ
）

同
右
（
大
正
三
三
・
七
四
三
Ｃ
）
・

法
華
文
句
巻
第
五
下
（
大
正
三
四
・
七
二
ｂ
‐
Ｃ
）
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